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2017年度　年間活動報告書
　
	名称
	NPO法人チェンジングライフ　


	　　　１、

活動の主な内容
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1 　社会的養護が必要な非行少年の自立支援事業、及び、法務省保護観察所自立準備ホーム運営事業
主な対象者：　一、親の死去や虐待、引き取り拒否等で帰住先を失った非行少年
　　　　　　　　　一、保護観察所から委託された帰住先を失った青少年

　　　　　　　実施方法：　　当法人運営の自立支援ホーム（定員6名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　１Rマンションを6室を整備・・・・・・・着の身着のままで入寮した青少年の衣食住を支えるために、電化製品、自炊道具、洋服、食材等を一定期間サポート、また、自立資金が貯まるまで、家賃、光熱費をサポート
　　　　　
2 　児童養護施設退所のアフターケア事業　　　　　　　　　
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主な対象者：　
一、児童養護施設出身で問題行動・非行等により、施設退所となった青少年
一、児童養護施設出身者で、かつ、当法人運営の自立支援ホームの卒業生
実施方法：　　①自立後の青少年宅への訪問、当法人事務所に来所してもらい、生活相談、ジョブサポート、貯蓄指導、自炊指導、居場所づくりのためのレクリエーション
（合同食事会、BBQなどのイベント実施）
3 少年院内ピアサポート提供事業　　　　　　　　　　　　　
　　
　　主な対象施設：　　少年院
　　　　　　　　　　　　　少年鑑別所
　　　　　　　　　　　　　少年刑務所
　　　　　　　　　　　　　児童自立支援施設
4 　薬物離脱支援　　　　　　　　　　　　　
　　　　薬物等の依存症者に対して、面談や食事、ウォーキング等を通じて、薬物依存を克服したスタッフによるピアサポートを実施
　居場所の提供、相談支援、薬物依存更生施設の紹介や橋渡し


	２、

実施状況
３、
成果

４、
法人化
、及び、
新規事業開始
の報告
	　　　　　　　　　　　　　実施状況の詳細　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 　社会的養護が必要な非行少年の自立支援事業、及び、法務省・保護観察自立準備ホーム運営事業
実施人数　　　　：　延べ１１名
平均入寮期間　：　6カ月～12か月
内訳　　　　　　　：　少年院３名、少年刑務所1名、鑑別所６名、児童自立支援施設1名
　　　　　１１名の内、児童養護施設経験のある者8名
入所理由：　親の死去、親の蒸発、虐待、引き取り拒否、親の長期服役
・4月　　①18歳少年　　　　（施設入所歴）：児童自立、鑑別所　
　　　　　　　　　　　　　　　（入所理由）　　親の蒸発　　　　　
　　　　　②20歳青少年　　　（施設入所歴）：児童養護施設、児童自立、
鑑別所、少年院、拘置所　
　　　　　　　　　　　　　　　　（入所理由）　親の虐待、及び、親の死去

　　・5月　　③16歳少年　　　　（施設入所歴）：乳児院、児童養護、児童自立、鑑別所
　　　　　　　　　　　　　　　　（入所理由）親の蒸発、祖父の引き受け拒否

・6月　　④19歳少年　　　　（施設入所歴）：鑑別所
　　　　　　　　　　　　　　（入所理由）母親の引き取り拒否
⑤16歳少年　　　　（施設入所歴）：児童自立支援施設
　　　　　（入所理由）　親の長期服役、祖母の死去
・7月　　⑥18歳少年　　　　　（施設入所歴：鑑別所）
　　　　　　　　　　　　　　　（入所理由）親の死去
　　・8月　　⑦20歳青年　　　　　　（施設入所歴）：乳児院、児童養護、児童自立、鑑別所、少年院
　　　　　　　　　　　　　　　　　（入所理由）親の虐待、蒸発

　　
・10月　⑧17歳少年　　入寮　（施設入所歴）：児童養護、児童自立
　　　　　　　　　　　　　　　　　（入所理由）親の虐待、育児拒否

　　
・12月　⑨28歳男子青年　　　（施設入所歴）：拘置所、少年刑務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　（入所理由）親の引き受け拒否
・2月　　⑩23歳女子青年　　　（施設入所歴）：児童養護、少年院
　　　　　　　　　　　　　　　　　（入所理由）親の長期服役
・3月　　⑪16歳少年　　　　　（施設入所歴）：児童養護、児童自立
　　　　　　　　　　　　　　　　　（入所理由）親の虐待及び親の長期服役、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　11名　　　　　　　　　　　
　　②　児童養護施設退所後のアフターケア事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自立後の青少年宅への訪問、及び、ジョブサポート
・・・・・・9名に延べ１１2回実施　　　
レクリエーショの実施　合同食事会51回実施
BBQなどのイベント　　　　　　　　４回実施
3 　少年院におけるピアサポート提供事業、矯正施設等への面会、及び、講演　　　　　　　　　
浪速少年院　　　16回　実施
交野女子学院　　3回　実施
和泉学園　　　　　2回　実施
播磨学園　　　　　13回　実施　＊播磨学園においては、野田が教誨師のため
府立修徳学院　　１回　実施
市立阿武山学園　１回　実施
講話　　　　　　　　　3６回　実施
面接　　　　　　　　　45回　実施

グループワーク　　12回　実施

4 　薬物離脱支援、再使用防止支援　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
電話相談　　　　５２回　実施
面談、食事等　成人男性4名に　
90回　
【各成果】

1 　11名の青少年の自立拠点を整備し、自立へ向けた伴走支援を実施。
進路は、大学進学1名、高校進学1名、就職7名、少年院1名、地元に帰住1名
2 　　生きづらさを抱えた児童養護施設退所者の再就職、再非行せずに、一般就労や資格取得などへと伴走。
　
3 　再非行をしないという決意に至る者が多く起こされ、将来、仕事が安定したら、出身施設に講演に行きたいという目標や夢を持つ少年が多数、起こされる。
4 　4名の成人男性の薬物再使用を防止し、内1名は、スタッフとしての見習いを受け、当法人の更生支援の活動を補佐。
児童自立援助事業「自立援助ホーム」　開始～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　自立援助ホームとは、義務教育終了後15歳から20歳までの家庭がない児童や、家庭にいることができない児童が入所して、自立を目指す家です。児童自立生活援助事業として児童福祉法第6条の3第1項および33条の6に位置づけられます。
　15歳～17歳などで、帰る家を失った非行少年や児童養護施設退所者を当ホームに受け入れても、20歳未満で、本人の賃貸契約を結ぶのも簡単ではなく、発達障害などを抱え、一般就労に課題を抱えた少年も少なくありません。ですので、自立先の確保、出口支援に大きな困難と課題を抱えていました。
しかし、厚労省所管の自立援助ホームを開設出来れば、大学等に進学する児童に関しては、最大22歳迄ホームで支援が出来ます。
そこで、かねてより、開設を目指してきた自立援助ホームを2018年3月、無事に東大阪市内で開設することが出来ました。
ホームの名称は、「　自立援助ホーム　アシュレー　」です。アシュレーとは、ヘブル語で「幸わせ」という意味です。親からの虐待や親の蒸発等で傷ついた子どもたちが幸せの足掛かりをつけるホームとなることを願い、名付けました。こちらのホームでは、一軒家を借りて、定員6名で共同生活となります。
　　現在、16歳と17歳の2名の少年が自立に向けて生活し、児童相談所から依頼があれば、随時、受け入れ予定です。
以上、自立支援ホーム6室（定員6名）の運営と新たに、自立援助ホームの運営をもって、住居や居場所を失った青少年の再出発のための羽根を休める場所として、社会貢献して行くことを願っております。
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児童の居室①　　　　　　　　　　　　　　　　児童の居室②
＊スタッフルーム入れて全7室。
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